
様式第１号　システム推奨機能対応表
提供可否の欄に、提供が可能な場合は○、不可の場合は×を記載すること。
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7 予約 共通

往路の予約後、続けて復路を予約する際、往路予約時に
入力した情報を引き継いで入力項目を省略できる工夫が
あること。（例：往路選択時に入力した乗降場所を反転
して自動入力するなど）

2

9 予約 共通

乗車時刻の１時間前以降など所定時刻以降のキャンセル
は別途抽出できること。

2

12 予約 利用者登録

電話番号は複数（自宅の固定電話と携帯電話など）登録
できること。

1

20 予約
インター
ネット予約
受付

利用頻度の高い乗降場所が容易に選択できるよう工夫す
ること。（例：過去の利用履歴や事前登録した乗降場所
等を選択肢の上位に表示するなど） 2

23 予約
インター
ネット予約
受付

予約内容について乗車前に利用者へのリマインド機能が
あること。

2

31 予約

電話予約受
付

利用者の電話番号を複数登録できる場合、登録されたど
の電話番号で検索しても利用者名や予約内容を特定でき
ること。 1

39 運行計画

各便で配車する車両数は必要最小限にすることを前提
に、1組の予約が複数名の場合、できるだけ同乗者間で
車両が分かれないよう、乗員を割り当てること。
（例：車両定員が4名の場合、同じ停留所で①3名1組と
②2名1組の乗車予約があり2台配車する際、1台目は①の
3名、2台目は②の2名とするなど）

1

46 その他

祭礼や道路工事等により、特定の停留所が一時的に利用
不可能となった場合、特定の停留所を除いた予約を受付
する設定ができること。 2

47 統計機能

利用状況を分析する統計情報を出力できること。

1

49 データ出力

乗車時刻の１時間前以降など所定時刻以降のキャンセル
により運行を取りやめた台数を上記に追記して出力でき
ること（増車予定分のキャンセルを含む） 1

配点計（満点） 15
※評価点は最終的に合計値を15点で除して、10点満点へ換算する
　（小数点以下第2位は四捨五入とする）

システム推奨機能は提供を必須とするものではない。標準での提供が見込めない機能については、システム開発費
や導入後の運用・保守経費、仕様変更等に与える影響を鑑み、費用対効果が高いと判断したものについて提案する
こと。


